近くな つて 全く 思 ひも かけなかった 時、 突然 目白の 金 

切 声が 聞え た。 私 は 周章て 走って 行って 見る と、 未だ 

雛 上りの 若々 しい 彼女が、 両翅に ベット リ黐を 引付け 

て、 熊笹の 中で バタ/ \ やって ゐた。 私が 彼女 を 拾い 

上げた 時、 彼女 は 切と 悲し さう に啼き 立てた。 私 は 誇 

つて やる 人が ゐな いので 由の 前へ 出した。 「鳥、 鳥」 と 

弟 は 嬉し さう に 手 を 振った かと 思 ふと ギュッ と 彼女の 

首 を 握った。 私 は 急いで 奪 ひ 返して 見る と、 死んで ゐ 

なかった ので、 柔 かく 由の 頭 を 張った。 「阿呆 やなお 

前 は」 

彼女 は それから 数日と 云 ふ もの、 私の 心尽 しの 摺餌 



頰を げっそり 落して、 蒼白い 額を獄 砦の 円 木の 隙間へ 

押し あてて、 若芽の 燃え 出た 黄緑色の 草原の ずっと か 

なた から 漂うて 来る キル ギスの 娘の 唄に 耳 を 傾けて ゐ 

た。 —— 私の 眼 は 熱くな つて、 彼女の 姿が ボャケ て 二 

重に 見えた。 

「逃がして やらう」 私 は 籠の 格子戸 を 開けた。 然れ共 

彼女 は 容易に 出なかった。 で、 反対の 方 を 叩く と漸っ 

と 出て、 庭の 上 を ビヨン ビヨン 飛んで、 植木鉢の 楓の 

下 を 出たり 入ったり して ゐた。 私 は 傍へ 行って シッシ 

ョと 追ってみ たが、 彼女 は 一尺 も 高く 飛び 続ける こと 

が 出来なかった。 (俺 は 神に 対する 犯罪 を 背負った) 



ら 落っこちた。 

「アツ 死んだ！」 と 母 は 云った。 

彼女 は 小さい 両足 を 真直に 尾の 方へ 引き延ばして、 

溜った 昨日の 糞の 上へ、 白い 腹 を 仰向きに して 横にな 

つて ゐた。 それが 彼女の 死の 姿であった。 私 は 彼女の 

死骸 を、 初めて 捕った 時の やうに 掌へ 乗せて みると、 

首が ガクリ と 下って 延びた。 私 は その 儘 彼女と 空虚の 

籠と を 交り番こに 眺めて ゐた。 と、 軽い 恐怖が サッと 

胸 を 走った。 「死によ つた！」 と 長らくし てから 私 は 

玄 ヽ た。 

卩 レ J/ 
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